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毛糸を段ボールに巻くことが少し難し

かったが、普段使わない素材に興味を持

ち、積極的に制作に参加する姿があった。

鯉が上がった際には、自分の鯉があると

ころを見て喜び、保育士や保護者に伝えな

がら、見る姿があった。

今回の制作を通して、段ボールだけでな

く他の廃材にも興味が広がり、今後の制作

活動でも自主的に取り入れるきっかけに

なったと思う。

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

活動実施報告書（ 5年度）

１期：すみれ組 廃材を使って作ろう！

段ボールを使ってこいのぼりを制作した。

鯉の形に切った段ボールに、毛糸を巻いて、

丸シールを張り、こいのぼりにした。最後に、

大きい鯉に、一人ひとりの鯉を張り、大きい

鯉のぼりにした。



○夏野菜を育てることで、野菜に興味を示した

り、

苦手な子どもも「自分たちで育てた！」という

喜びが芽生え、給食時に口にすることが

できていた。また、余った部分を活用し、野菜

スタンプにし、野菜に触れ、形に注目したりし、

楽しむ姿が見られた。

○空き容器を活用し、事前に水を凍らせ、氷に

触れて楽しんだ。「冷たいね！」「固まってる

ね！」など、そっと氷に触れながら、保育士や

友だちとの会話を楽しむ姿があった。水が氷に

変わる不思議な変化を子どもたちなりに理解し、

興味をもつことができていた。

取組内容

取組内容

取組結果・感想等

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

活動の様子（写真等）

２期：さくら組 見てびっくり！ 大変身！

～夏野菜や廃材を使ったエコの取り組み～

３期：うめ組 落ち葉や木の実を集めて遊ぼう！

戸外遊びの際に園庭で拾った松ぼっくりを

使ってクリスマスツリーを作った。

組み立てて着色したものに、子どもたちが

フェルトボールを飾り付けて完成。

数日かけて戸外遊びの際に集めていた松

ぼっくりだったので、子どもたちも親しみをもっ

て取り組めた。クリスマスまで毎日嬉しそうに

眺めながら園庭で松ぼっくりを拾った話をした

り、きれいだねと保育士や友達との会話を楽し

んだりとコミュニケーションのきっかけにもなっ

てよかった。

見てビックリ 大変身！

～野菜や廃材を使ったエコの取り組み～

○夏野菜（ピーマン、オクラ）を育て、収穫した野菜に

触れたり、食事をしたりする。

○身近な空き容器を使って、夏の遊びを楽しむ。

なんかにおいがするね。種が入ってるね。

スタンプ楽しい～！！

固いね。冷たいね。

お星さまだ～！また作ろうね。



➀

②

１年間取り組んだ感想・ご意見

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

４期：もも組 廃材を使ったおもちゃで遊ぼう！

➀ 新聞紙遊びで子どもたちと丸めて新聞紙

ボール作り、廃材のミルク缶でアンパンマンの

ポットン落としを作成した。

② 新聞紙遊びで出た新聞紙をカラー袋に入

れ、魚や亀、タコなどの海の生き物を作った。

➀ 新聞紙ボールをアンパンマンの口に入れ

たり、ふたを開けてボールを取り出したりと楽

しむ姿が見られた。「できた」とみせ、達成感も

味わえているようでよかった。

② 海の生き物のつかみ取りゲームを行い、

いろいろな魚を集めたり、名前を言ったりと保

育士とやり取りを楽しみながら活動することが

できた。感触や色、音にも興味を示し、保育士

と確認しながら取り組めたのでよかった。

ミルクの缶や段ボールなど、普段捨てていたものを保育に活用したことで、子ども

たちが様々な素材に触れる機会をつくることができた。松ぼっくりを使った活動では、

落ちているところをよく見る松ぼっくりが、きれいな形で飾られ、取り組んだうめ組だ

けでなく、他のクラスも、興味を示していた。また、夏野菜を取り入れた活動では、

食べ物がどのように育つのかを知り、苦手な物も口にする姿が見られた。

今回は、３歳未満児で取り組んだが、今後は、４歳以上児もエコ活動に取り組む

機会を作っていきたい。


